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午後１時00分 開会 ○空委員長  定刻となりましたので、ただいまから生活福祉委員会を開会します。 本日の委員会でございますけれど、議件につきましては次期ごみ処理施設整備計画の進捗状況についての１件でございます。  それではさっそく、次期ごみ処理施設整備計画の進捗状況について御説明を願います。 ○後藤生活環境課長  次期ごみ処理施設整備計画の進捗状況につきまして私のほうから説明をさせていただきます。  本年１月31日に廃棄物減量化等推進懇話会に次期ごみ処理施設等の整備計画についての諮問をし、３月９日に答申をいただきました内容に基づきまして、１．資源物の分別品目について、２．施設整備計画について、３．施設整備予定地についての３項目について住民説明会を開催してまいりましので、これまでの説明会の進捗状況につきまして報告いたします。資料１号をあわせてごらんください。  １．説明会実施の経過でございます。本年３月５日に開催をしました漁業協同組合磯部会の説明会を最初に、明治・文化地区、二ツ岩地区、向陽ヶ丘地区の住民説明会を記載のとおり複数回開催をしております。また、これからも順次開催をする予定となっております。また、８月になりましてからは、まちづくりふれあい懇談会の中で各地区への説明会を実施しております。  ２．説明をしている内容についての（１）資源物の分別品目についてでございます。これまでのごみ排出量の推移によりますと、現在使用している八坂最終処分場があと４年から５年程度で満杯になることが推測されることから、新たな処分場の施設整備が必要となること。また、処分場の延命策のためにも、排出抑制の必要性とあわせて、分別品目の拡充について、現在の一般ごみ排出組成中、重量比で38％を占めている生ごみを分別すること。また、容量比で40％を占めるプラスチック製容器包装を追加することとし、これにより大

幅な一般ごみの埋め立て量の減量につながることを説明しております。  （２）施設整備計画についてでございます。分別品目の拡充により生ごみの堆肥化処理施設、プラスチック製容器包装の圧縮梱包をする施設を含めたリサイクル中間処理施設、また、分別しきれないものを処理するこれまでと同様の破砕処理施設と最終処分場の整備ということで説明をしております。  特に中間処理施設については、財政的な観点から比較検討をした内容により焼却施設等は設けず、これまでの処理技術を踏襲した安全で安定的な破砕処理施設を選定していること。最終処分場については浸出水が地下に浸透することのないように、遮水シート等の敷設、漏水検知システムの設置など現在の八坂最終処分場の処理方式を実例として示し、安全な水処理が必要であることから下水道に接続することなどを説明しております。  また、現在使用している最終処分場の残り使用年数を勘案して、本年度より現地の測量、地質調査、環境影響調査を実施し、基本設計を進めていきたいということ。現在使用している最終処分場を１年でも長く使用するため、平成25年度からは生ごみ堆肥化施設や老朽化が著しいリサイクルセンターの実施設計そして工事に着手し、平成27年度には供用開始したいということ。その後２ヵ年かけて最終処分場の整備を行い、平成29年度には供用開始ができるようなスケジュールであることの説明をしています。  （３）施設整備予定地についてでございます。候補地としては明治地区、豊郷地区、八坂地区の３候補地について検討してきた内容を説明しております。比較検討した内容は、これまで生活福祉委員会と廃棄物減量化等推進懇話会に示した内容と同様であり、インフラ整備が完了し施設整備の費用が抑制されること、候補地内の土地利用形態や周辺の土地利用状況に大きな負荷をかけないような土地を選定材料としていることを説明しております。そしてその検討結果、明治地区に優位性があり第一候補地としたことを説明しております。
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また、用地の選定にあっては候補地の測量や地質調査、環境影響調査を実施しますが、これらの調査費に5,000万円以上の費用を要することから、すべての候補地で調査することは不可能であり、第一候補地とした明治地区にて調査を実施することとしたいということを説明しております。  次に、３．説明会の質疑内容でございます。これまでの各地区の説明会において出された質疑内容について御説明をいたします。  （１）周辺環境影響関係について。鳥獣被害や悪臭による周辺環境への影響関係について、現在八坂の処分場に埋め立てをしている生ごみ、これを最終処分場から分けて分別をして新しい施設を作ることによってどのような影響が出るかという質問が出ております。 （２）ごみの排出量について。これはこれまでのごみの排出量の推移、それから今後新しい施設ができるまでどのような推移でごみの排出量が進んでいくかということの質問が出ております。 （３）候補地の選定関係でございますが、明治地区を最適地とした理由について。これにつきましては比較検討した内容の資料を細かく精査をして２回目の説明会の中で提示をして説明をしてまいりました。  （４）交通量の増加と安全対策について。特に向陽ヶ丘団地におきましては周辺に団地を抱えていること、また小学校・中学校など学校があることから交通量の増加による交通安全の心配があり、それらの対策についての質問が出ております。  （５）広域処理の関係について。近隣自治体との広域処理の検討についてはどのように考えているかという質問が出ております。  （６）施設内容及び経費関係について。最終処分場の使用可能年数についてどのようになっているか、また新しい処理施設の建設費についてはどのようになっているか、用地取得の可能性についてどのようになっているか、また現在どのように用地取得については進んでいるか、同一場所で施設建設をするメリットについてはどのようなことがあるのかなどの質問が出ております。 

 （７）新たな処理方法等の関係について。生ごみの収集方法についてはどのように進めていくのか、容器包装プラスチック類の分別についてはどのようにしていくのかという質問が出ております。  （８）生活環境影響調査関係。以前明治地区に計画をしていたときの生活環境影響調査の資料活用はできないのかという質問が出ております。また、調査等に入る時期についてはいつごろになるのかという質問がでております。  （９）最終処分場跡地利用について。現在使用している八坂最終処分場の跡地利用をどのように考えているのかという質問が出ております。  （10）災害廃棄物関係について。昨年発生いたしました東日本大震災関連の災害廃棄物の受け入れについてはどのように考えているのかという質問が出ております。  次に、４．まちづくりふれあい懇談会についてでございます。ふれあい懇談会におきましても、これまでの地区住民説明会と同様に、先の３項目について説明しております。開催については、８月２日より８月30日までの期間に９地区で開催をしております。 説明内容は、地域住民説明会と同様でございます。その質疑内容につきましては、①堆肥化製品の利用方法について、②鳥獣被害の現状と対策について、③候補地選定と交通安全対策について、④計画施設の内容と財政的検討の内容について、⑤今後の市民の説明について、⑥早期計画実施推進についてという住民説明会と同じような質疑内容となっております。 今後は候補地の地域住民の皆さんに計画の内容に理解をいただくための説明会を今後も予定をしておりますし、不安や疑問について懇切丁寧に回答を行っていくこととしております。また、早期に現地捜査に入ってまいりたいということをあわせて説明していきたいと思っております。 なお、まちづくりふれあい懇談会の説明に使用した資料を参考資料として配布していますので、ごらんいただきたいと思います。以上が次期ごみ処理施設整備についての説明会等の進捗状況とな
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っております。以上でございます。 ○空委員長  ただいま今日までの進捗状況について御説明いただきました。この機会でございますので皆様方から御意見があれば受けたいと思います。 ○松浦委員  以前委員会で説明を受けておりまして、私なりにも調べてみました。その中で明治地区という点でなぜ最適地として考えたのかという声も確かにありました。そこで八坂の隣接地と明治の候補地というのは条件的には非常に似たように私は感じました。ただ一点大きな違いというのがあるのが民家があるということですかね。この辺でどうするのかなというふうに懸念を抱いたところですけれども、その辺はどんなふうな声が上ってきているのか。あれば伺いたいです。 ○後藤生活環境課長  明治地区のほうでありますと、想定をしている境界線から約80メートルのところに民家が一軒ございます。その方につきましても説明会には参加をしていただいておりますけれども、今後行わせていただく生活環境影響調査の中でどれくらい生活上に影響があるか、その調査をさせていただきたいということを説明会の中ではお願いをしております。更にその方が一番候補地に近いということがありますので、実際調査に入って結果が出たときには個別に交渉を進めていくというふうに考えております。 ○松浦委員  その辺は理解いたしました。それで民家といっても営業もしているのでその辺で私も常に心配な点があるので、ここはやはり住民としっかりとした対応が迫られるのだろうなというふうにも思いました。 確かに交通量というのは相当ふえるのだろうというふうに思います。現地を通ってみると同じ道路を往復するというのはどうなのかなというような思いもありまして、説明会などでは委託車両と登録された事業者の車両で１日あたり約50台と、このほかに一般の持込みが多数あるのだよという

ふうになっていますけれど、その辺でもう少し具体的な数字も示す必要があるのかなというふうに思いますし、この辺での説明会での意見なども結構あったのかなというふうに思うのですが、その辺はどうなのでしょう。 ○後藤生活環境課長  建設計画が進みまして明治地区に処分場ができた場合の交通量の増加ということで、特に向陽ヶ丘地区での説明会にて質問が出ているようです。データとしましては市の委託車、計画収集を行っている委託車両、それから事務系の許可車、登録車などは日平均にいたしますとだいたい50台くらいになる。そのほかに一般の持込みの車両、これらについても提示してほしいということで、現在それについては現場での収集台数の精査をしていただいて、次の説明会で示していくという進め方にしております。  ただ、団地内の通行量というのは団地内の収集車両これは今までどおり収集車が回らないと収集できないことになりますので、問題は処分場に向っていくルートをどのように考えていくかということによって団地内にどういう影響が出てくるかということがあると思いますので、今後進めていく環境影響調査の中に交通量調査もあわせて実施したいということで、そのデータを示しながら検討を進めたいということで御説明をさせていただいております。 ○松浦委員  いずれにしても関係住民との合意というのが何よりもですから、それはぜひもめないように願うだけですけれども、その辺ではやはり丁寧な説明、疑問にはしっかり答えるということが非常に大事なのだろうというふうに思います。その辺では今後の推移を見守っていきたいなというふうに思っております。私のほうからは以上です。 ○古都委員  確認も含めてなんですけれども、仮に明治地区になった場合、冬の除雪なのですけれども、現状だと一部冬期間は通行止めのような状態になっているのですけれども、その除雪の部分と仮に明治
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になった場合、今の八坂の部分に対する除雪というのは今までと同じように小まめにという感じで行われるのかどうかお伺いしたい。 ○後藤生活環境課長  除雪の関係でございますけれども、仮に明治にできた場合は、現在、一部分、向陽ヶ丘から向かう道路については除雪をしていない区間がありますけれども、収集車がどこを通るかというルートの選定によっても変わってくるかと思いますけれども、いずれにしましても冬の除雪が整わないことにはごみ処分場への搬入ができないことになりますので、これは基本計画がある程度整ってくる段階で関係課は土木管理課になると思いますけれども、庁内の関係課と十分検討して進めていく必要があるというふうに考えております。  それから八坂の処分場につきましても、例えば八坂の処分場が使わなくなりましても、これはその後も浸出水の調査関係を義務付けられておりますので、そういう判断の元に必要な部分については除雪を実施していくというふうに考えております。 ○空委員長  他にございますか。なければこれは中間報告という形でございます。今日までの状況の報告については了とし、更なる市民の納得のいくような方向で努力をしていただきたい、このようなことで当委員会としては報告聴取するということでよろしいですか。 （「異議なし」の声あり） ○空委員長  それではそのように決定をさせていただきます。  以上で次期ごみ処理施設整備計画の進捗状況について終了させていただきます。  せっかくの機会でございます。その他に入りますけれども、理事者から何かございますか。 （「ありません」の声あり） ○空委員長  委員の皆さんございますか。 （「なし」の声あり） ○空委員長 

 以上をもちまして生活福祉委員会を終了させていただきます。 午後１時20分 閉会 


